








人間関係学研究第6号 2007 67 -79. 
愛の現象学的心理学
山根一郎
Phenomenologcal Psychology of love. 







































































































































利己的な愛といえば自己愛 Cnarcissism)が連想される。 S.フロイトは， 自体愛・ 自己愛か
ら対象愛へとリビドーの方向が逆転することを愛の成熟とみなし， リピドーが自己に向ったま
ま対象化した自己愛を病的とみなした CFreud，1914)。ここでの 「対象Jとは他者であ り，
(正常な)愛は対象愛である ことが前提されている。 しかし， フロイトに後続する H.コフート
は自己愛を対象愛へ成熟する前の未熟段階の愛とはみなさず，独自な発達をとげるものと した。
コフートはフロイトのような自己愛観を， I西洋社会の愛他主義的な価値尺度が不用意に侵入
してきてことに起因」するものとし CKohut，1965: Ornstein， 1978に所収)，愛を対象愛に
限定するプラ トン以来の発想を相対化させた。
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